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令和３年第３回定例会一般質問通告書順 

 

日付 順 番 議 員 名 党 名 

 

 

９ 

月 

１５

日 

 

１ 鈴 木  隆 無 所 属 

２ 野  崎  喜  彦 無 所 属 

３ 藁  谷  直  吉 無 所 属 

４ 岡  部  淳  一 日 本 共 産 党 

５ 松 崎 法 通 無 所 属 

６ 常 盤 浩 章 無 所 属 
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番号 質問者 質問事項 要        旨 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 番 

鈴木 隆 

 

 

 

 

 

 

 

１． 人、農地プラン実

質化に向けたアン

ケートについて 

 

(町 長) 

（１） 集計データの各項目はどのような結果となったか。 

（２） そのデータ結果の傾向からどのような解析が得られ

たか。 

（３） アンケートに於いて５年後、１０年後を見据えた農

地の維持管理や農業振興の方策を今から検討してい

かなければならないとあるがデータ結果を見てどの

ような方策が考えられるか。 

（４） 我町の地形や環境を考えた時に推奨する作物は何

か。 

 

２． ひきこもり支援に

ついて 

 

（町 長） 

（１） 社会的な関心が高まっているひきこもりの方への支

援について、我町における現状認識と取り組み状況

は。 

（２） 国に於いてもひきこもりの推計数が公表されている

が我町に於いてひきこもりの方の人数等を把握して

いるか。 

又、把握していない場合は今後、どの様に取り組ん

でいく考えか。 

（３） 厚生労働省から市町村に於けるひきこもり支援の相

談窓口の明確化と周知について取り組む様、要請さ

れていると思うが対応状況は。 

（４） 我町に於いてはどの様な方法で町民にひきこもりの

相談窓口を周知、広報しているか。 

 

３． 新たな福島県総合

計画の対応につい

て 

 

（町 長） 

 

（１） この度、発表された総合計画に於いて我町では対話

型ワークショップ（意見交換会）やアンケート等を

行ったか。 

（２） 昨年、我町で策定された古殿町第７次振興計画と期

間がほぼ重複しているが、我町計画は県計画に沿っ

たものか。 

（３） デジタル変革（ＤＸ）の推進が計画の大きな柱と思

われるが我町の現在の取り組みは。 
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番号 質問者 質問事項 要        旨 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 番 

野崎 喜彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 主要事業の進捗と

現況について 

 

（町 長） 

（１） ワクチン接種で、６５歳以上、６４歳以下並びに若

年層の接種はどのような状況にあるのか。 

（２） 新型コロナウイルス流行の「第５波」が感染拡大す

る中、町民の安全確保を図るうえでの具体的な対応

策はあるのか。 

（３） 地域交通最適化に向けた事業（委託業務）の進捗状

況と具体案が示される見通しは。 

（４） 竹貫の宅地造成工事の募集が１０月から開始される

が、どのような募集要項となっているのか。公募の

開始は。 

（５） 「道の駅ふるどの」の計画中、地権者や関係者との

協議並びに拡張内容の検討等はどのように進んでい

るのか。 

 

２． 飲料水の確保と安

全対策について 

 

（町 長） 

（１） 浄水場の水質の管理などは、どのような方法で行わ

れているのか。 

（２） 浄水場の年間配水量は。今後、給水不足に陥るなど

の心配はないか。 

（３） 水源地が立ち入り自由な場所に立地しているが安全

上問題はないか。 

（４） 簡易水道、町の水道水配水エリア以外で、水質の悪

化や水の給水が不全となったという場合の対応策

は。 

（５） 水量が昔と比較して大幅に減少していることは、針

葉樹である杉の植林により広葉樹林を失ったことが

要因の一つだとの見方があるが、水源地である浄水

場周辺の自然環境も含め、町内に町有地を確保して

広葉樹を植栽するなどの考えは。 

 

３． 教育現場での危機

対応と対策につい

て 

 

（町長・教育長） 

 

 

（１） 小・中学校の児童・生徒に感染者が出た場合、学校

側が対応を判断するガイドラインなどは作成されて

いるのか。 

（２） 全国学力テストがコロナウイルスの影響で２年ぶり

に実施されたが、その結果と分析は。 

（３） オンライン授業の習熟度合い及び今後の課題は。 
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番号 質問者 質問事項 要        旨 

３ 

 

 

 

 

 

５ 番 

藁谷 直吉 

 

 

１． 田んぼダムによる

防災・減災につい

て 
 

（町 長） 

（１） 町の水田面積はいくらか。 

（２） 耕作放棄地の水田面積はいくらか。 

（３） 河川氾濫防止に、田んぼダムを検討すべきと考える

が。 

 

２． 小中学校の通学路

の安全確保と防犯

対策について 
 

（町長・教育長） 

 

（１） 通学路の定期的な点検は行っているのか。 

（２） 安全確保に向けた町の取組についての考えはあるの

か。 

（３） 今後、通学路などの整備予定はあるのか。 

 

３． 町の広報紙である

「広報ふるどの」

カラー化について 
 

（町 長） 

 

（１） 町の「広報ふるどの」は、毎年、それぞれ、何部印

刷し、印刷金額はいくらになるのか。 

（２） 白黒化（一部カラー）から全面カラー化にした場合

は、いくら増額になるのか。 

（３） 「広報ふるどの」のカラー化を検討すべきと思うが。 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 ９ 番 

岡部 淳一 

１． コロナ感染の状況

と町の取り組みと

対応策 

 

（町 長） 

 

（１） もし感染した場合、入院か自宅療養かは、県内でど

のように判断されているのか。 

（２） 入院が必要と判断された場合、現状は直ちに入院で

きる状況なのか。 

（３） 古殿町民はどこの医療機関に入院することになるの

か。 

（４） 自宅療養となった場合、容体が急変したら直ちに入

院できる状況なのか。 

（５） 県内医療ひっ迫状況の町民への周知と、国県への臨

時医療施設などの要請は。 

（６） 町内感染ではどの範囲まで検査したのか。またワク

チン接種は問題なく進んだのか。 

 

２． 税金を滞納した場

合の対応策とその

順序は 
 

（町 長） 

（１） 滞納があった場合、納付してもらうまでの手順は。 

（２） 現在の滞納状況と差し押さえの件数は。 

（３） 差し押さえはどのような形での対応となっているの

か。 

（４） 差し押さえの徴収効果をどうみているのか。 
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番号 質問者 質問事項 要        旨 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 番 

岡部 淳一 

 

３． 現時点で考えるべ

き町の方向性は 

 

（町 長） 

（１） 地球温暖化に端を発しているような異常気象が立て

続けに発生し災害が頻発しています。その対応策と

してハザードマップが作成配布となりました。 

配布後、町民からの反応は。 

（２） 重機での対応策が講じられ、道路維持の一環として

草刈り作業が実施されていますが、道路補修や草刈

り作業は今後どのように進められるのか。 

（３） 住宅造成地が売り出される直前となりましたが、完

売後に利便性の高い町中心部への住宅建設を望む声

がある場合は、どう取り組むのか。 

 

５ 

 

 

３ 番 

松崎 法通 

１． 町内における、外

国人就労者の実態

について 

 

（町 長） 

 

（１） 町内において暮らしている、外国人就労者は何名で

すか、そしてその人たちの国籍は、又、どのような

仕事をしているのか伺います。 

（２） 今までに地域の人たちとの間にトラブルが発生した

ということはなかったのか伺います。 

（３） 外国人就労者と町とのあいだにはどのような法的関

係になるのですか。 

 

２． 小、中学校におい

てのコロナ感染対

策とオンライン授

業について 

 

（教 育 長） 

（１） 小、中学生は登下校にはバスに乗り又は、歩きの集

団登下校です。学校内、教室内においてコロナに対

して常に感染のリスクにさらされている訳で、子供

たちに対しての感染対策を伺います。 

（２） 子供たちには、オンライン授業に対し現在どのよう

なカリキュラムを組んでどの辺まで進んでいるので

すか。 

（３） オンライン通信設備の整っていない小、中学生家庭

への通信網の整備は済んでいるのか伺います。 

（４） コロナなどの影響で学校と家庭の間でオンライン授

業となる場合、小学生も含めていつごろからなら可

能なのか伺います。 
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 ６  ２ 番 

常盤 浩章 

１． ふるさと納税につ

いて 

 

（町 長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 現在、総務省や県に報告されている町の２０年度の

ふるさと納税件数と金額は。 

（２） 過去５年間の町のふるさと納税件数と金額の推移

は。 

（３） 現在、返礼品として取り扱っている町の業者は何社

あるのか。 

（４） 今後、参加する商店や企業への勧誘の働きかけを行

っていく予定はあるのか。 

（５） 町の特産品の選定に、ＪＡ、商工会など、プロジェ

クト等を設け、幅広いアイデア、一般公募を含めた

計画はあるのか。 

（６） 町の特産品等を含め、顧客は勿論、新規顧客の獲得

及び拡大に向けた町の方向性や計画はあるのか。 

 

２． カメムシ害虫被害

対策について 

 

（町 長） 

 

 

 

 

（１） 売れる米づくり条件整備事業予算は、具体的に何に

使用されるのか。 

（２） 予算配分については、どう配分するのか。 

（３） その決定の基準の根拠は。 

（４） 機械の機種選定については、どのようにするのか。 

（５） 今後の方策として、新たに事業を希望する業者がで

てきた場合の補助金の考えは。 

（６） カメムシ対策として全農家での農薬散布が効果的と

思うが、農家への薬剤助成はどうか。 

 

 


